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研究要旨

 本邦においてがん治療施設を患者が初期に受診する際に、ほとんどの場合かかりつけ

医やがん検診実施施設の医師からの紹介である。しかし、これらの施設の医師が紹介先を検

討する際に利用可能な全国規模の情報サービスはほぼない。そのため、まずは診療所などの

医師が必要としている情報を把握することで、より有用な情報提供を行うための準備とす

る。

A． 研究目的 
本研究班では、病院選択時に患者や医療者が適

切な情報に基づいて検討できるような情報提供体

制およびその内容を検討している。本邦において

患者ががん治療施設を最初に受診する際の根拠と

なる情報は、かかりつけ医をはじめとする医師で

あることが約半数を占める。しかし、これらの医師

が利用可能な全国規模のがん治療施設に関する詳

細な情報提供体制は整っていない。そのため、まず

はこれらの医師がどのような情報を求めているか

を明らかにすることで、有用な情報提供体制を整

備するための基盤情報とすることを本研究の目的

とする。

B．研究方法 
 日本医師会に所属する内科を標榜もしくはがん

検診を実施している無床診療施設の医師を対象と

して、がん治療を目的として他院を紹介する際に

webページで情報検索を行う頻度、まとまっている

と有用と考えられる情報などについて無記名の

webアンケートを行う。 

（倫理面への配慮）

本研究に関係する全ての研究者はヘルシンキ宣言

の精神、及び人を対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針に従って研究を行う。

C．研究結果 
Webアンケート画面を作成し、25項目に関する

質問を作成した。アンケート画面のテストとして2
名の医師に回答を依頼し、アンケート内容の意図

のわかりやすさや画面操作性に問題なく、回答可

能であることを確認した。

D．考察 
 今後は対象医師の連絡先に関する情報提供を受

けるにあたり日本医師会の承認が得られ次第、全

国の無床診療所の医師に対してメールにてwebア
ンケートへの協力を依頼する。紹介時にwebページ

を用いる頻度や必要性が高いとされる項目につい

て結果を記述する。さらに、これらの項目に地域毎

による違いがあるかについても比較を行う。これ

により、必要とされる情報を収集・掲載することが

今後可能となり、より有用な情報提供体制を整備

することにつながると考える。

E．結論 
ここまでの本研究により診療所医師ががん治

療目的で患者紹介時にwebページを使用する頻度

や、必要と考える項目について全国規模で把握す

る準備が整った。今後は実際にアンケートを行う

ことで、これらの情報を取得・検証し、有用な情報

提供体制構築時の掲載情報を決定する際の資料と

なることが期待される。
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